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た途上国、たとえば中南米諸国やタイなどでも多くの場合金本位制が敷かれており コインをめぐる事情は列強植民地とほぼ同様あった。これら諸国が発行するコインには国際通貨としての流通耐える品質・風格が求められ、やはり重厚なコイン 発行され いた。　
ただ、このころの途上国のコイ
ンに、途上国らしさのようなものはあまりなかった。中国の竜図やオスマン帝国のカリグラフィー（書芸）などのデザインは独特の






















金属化や紙幣化という世界的流れのなかにあっ 。列強の植民地であった地域ではその宗主国の事情が色濃く反映された。海外に植民地を多く持っていたフランスの場合、大々的にコイン発行を行っていたのはインドシナ（現在のベトナム、カンボジア、ラオス） あるが、本国での銀貨発行停止とともにインドシナで それまで銀貨として発行されてきた二〇サンチーム、一〇サンチームが一九三九年以降ニッケル貨あるいは白銅貨に置き換わった。五〇サンチーム銀貨に関しては紙幣化 た。














葉が残されている。途上国にしてみれば、経済インフラ整備の一環であるコイン発行はその政権の存在を内外に知らしめる絶好の機会でもある。だが、途上国 先進国にとっては取る 足 ない問題に過ぎない造幣のための設備や技術、素材確保に困難を覚える傾向が強い。　
この背景には、これらの確保に





への製造委託を選択するこ となるが、この場 注文枚数に比例した代金を外貨で準備する必要が出てくる。自国鋳造、外国委託のいずれを選ぶにせよ、かなりまとまった額の外貨 必要と るが、途上国がこうした費用をねん出するのは簡単ではない 外貨を自前で出せないとな ば、 国政府に援助してもらうか、ランニングコストが多少安い紙幣を主と幣発行体系を採用する あるは自国での貨幣発行を放棄して他国通貨の自国内流通を認める（例・パナマやティモール・レステでの米ドル流通）しかない。［インフレ、素材価格高騰］　
コイン発行において途上国が直
面する第二の戦いは、インフレとの戦いである。通常、コインは少額額面の通貨として作られる。一方、そ 素材は金属であり 物理的耐用期間は三〇〜五〇年にも及ぶ。紙幣の耐用期間が低額紙幣の場合数カ月から一年、高額紙幣もせいぜい二〜三年程度であ の
に比べると、コインはすぐれた耐久性を持つことがわかる。ただ、卑金属化が進行したとはいえ、素材が金属であることから素材費用が紙幣の材料である紙より高価である。　
さて、コインのほうが耐用年


































である。五ドル貨は直径二七ミリで日本の五〇〇円貨より少々大き目であるが、目を引くの 三・六ミリという分厚さで、これ 日本の一〇円硬貨の二枚分を優に超える厚さである。量目もたっぷり一三・五グラムある。二ドル貨は波型の縁取りが施された個性的なデザインが特徴であるが、これも最大径二八ミリ、 二・〇三ミリ、量目八・四一グラムと、なかなか堂々とした外形を誇る。これら異形のコインは好事家を楽しま
せるだろうが、残念ながらコイン収集とは関係ない一般人の携帯の便を考えたとは言い難い。日頃コインの持ち運びを煩わしく思っていた人々にとって 、オクトパスは渡りに船であったの 。●途上国コイン 今後　
電子マネーなどの新種決済手段
の普及は 上国でも著しく、上でみたようなコインの役割縮小は確かにみられる。今後もこの傾向は続くだろう。ただし、新種の決済手段へのアクセスは国、地域、あるいは個々人の所得などによってさまざまであり、すべての人が等しく新種決済手段にフルアクセスできるわけではないため、究極決済手段であ 現金通貨へ 一定の需要は残り、コインもま 存在し続けよう。また、旅行者のように短期間でその国を離れる者にとっても現金通貨 なくてはならない存在である。 ため 当分の間はコインが通貨の一部とし引き続き使用されることとなろう。これまでインフレの継続や素材節約など 理由からコイン発行を見合わせてきた国のなかにも、最近になってコイン発行を始めたところもある。その例としてはベ
トナムがある。ステンレスのように金属価格高騰に対する強い抵抗力を持つ素材の活用が進むなか、安っぽい外見のコインが氾濫する状況を少々残念に思わなくもないが、これも時代の流れであろう　
コインの流通用通貨としての役




写真 3　香港の 5 ドル貨。量目 13.5g、白
銅、直径 27mm、厚さ 3.26mm（筆者蔵）
写真 2　韓国の新旧 10 ウォン貨。左は黄
銅貨。2001 年、韓国造幣公社製造。重量
4.06g、 銅 65 ％・ 亜 鉛 35 ％、 直 径
22.86mm。筆者蔵。右は銅クラッドアル
ミ貨。2008 年、韓国造幣公社製造。量目
1.22g、銅 48％・アルミニウム 52％、直
径 18mm（筆者蔵）
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